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第 4 条　本文は原則として横書きとし、A4 サイズ 1 ページにつき 1 行 44 文字× 35 行を標準と
する。英語の場合は 10.5pt、ダブルスペースで記述する。長さは査読論文、論文、研究ノート












































第 2 条　査読者は学科外の専門家 1 名とし、その選任は紀要編集委員会が行う。紀要編集委員会
は公正、妥当な査読が行われるよう努める。査読者名は公表しない。
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